
































































































































































本所排水区枝線１９８管更生工事

数量計算書（総括表）

SPR工法積算資料2023.4月版



設計条件 既設管径 φ1000 mm
      更生管径 φ910 mm

路線延⻑ 109.70 109.70 ｍ
更生管延⻑ 108.20 108.20 ｍ

昼夜区分 昼間施工
誘導員配置人数 ５人配置

管渠更生工（複合管） 
材料費

SPR工法 更生材料 #80S 3972.23 3972.23 ｍ

内面被覆工
製管工（自走式） α+β= 2.5 人 108.20 108.20 ｍ
プロファイル溶接工 6 6 箇所

裏込注入工
注入口取付工 ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ量 0.014 ㎥ 1 1 スパン
支保工兼浮上防止工 108.20 108.20 m
注入工 21B 12.38 12.38 m3
支保材損料 損料日数 15.5 供用日 56 56 セット 最大数量採用
注入用内部配管材損料（A) 鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ数量 216 本･日/100m 108.20 108.20 m

ｳﾞｨｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ数量 248 個･日/100m
注入用内部配管材損料（B) 108.20 108.20 m

管口仕上工
マンホール口仕上工 2 2 箇所
流入管口切断シール工 流入管径250以上〜400ｍｍ以下 0 0 箇所
流入管口切断シール工 流入管径400超え〜600ｍｍ以下 0 0 箇所
流入管口切断シール工 流入管径600超え〜900ｍｍ以下 0 0 箇所
流入管口切断シール工 流入管径900超え〜1500ｍｍ以下 0 0 箇所
取付管口穿孔仕上工 16 16 箇所

仮設備工
製管設備設置撤去工 製管日数分4日 4 4 回  
巻出しリング作成工 ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ数量 36.38 m 1 1 回
製管機搬入組立工 1 1 回
製管機分解搬出工 1 1 回

機械器具損料 L型 時間当り器具損料 24 時間 1 式
供用日当り器具損料 7.6 供用日

特許使用料 1 式

止水工
止水工 本管Y字管注入工 0.0 0.0 m
止水工 取付管管口注入工 2.5 2.5 m

換気工
換気設備工 送風機運転50/60m3/min

 本管更生20.33＋止水工0.14＝20.47=20.5日 20.5 20.5 日 算定表より
（0.5単位丸め）

交通管理工 交通誘導警備員
 本管更生20.33＋本管準備1.22＋止水工0.14 110.0 110.0 人日 算定表より
 ＝21.69＝22.0日（0.5単位丸め）※5人配置

管きょ洗浄工
管内洗浄工 洗浄延⻑（⾼圧洗浄⾞、ジェット式） 109.70 109.70 ｍ

4t、道路幅員≦6.0m

既設管調査工
既設本管調査工（Φ800mm以上） 108.20 108.20 ｍ

換気工
換気設備工 送風機運転50/60m3/min 1.5 1.5 日 算定表より

 管内洗浄＋目視調査：1.22＝1.5（0.5単位丸め）

1/2
設計数量

直接工事費

準備費

複 合 管 数 量 集 計 表 (補助）

名 称 規    格 K198路線
[172-217] 単 位 備 考



設計条件 既設管径 φ1000 mm
      更生管径 φ910 mm

路線延⻑ 109.70 109.70 ｍ
更生管延⻑ 108.20 108.20 ｍ

昼夜区分 昼間施工
誘導員配置人数 5人配置

管路
取付管更生

取付管更生工 φ150mm 4 4 箇所
取付管更生工 φ200mm 1 1 箇所

換気工
換気設備工 送風機運転50/60m3/min 2.0 2.0 日 算定表より

交通管理工 交通誘導警備員 12.5 12.5 人日 算定表より
 取付管更生＋事前処理工
 ＝2.05＝2.5日（0.5丸め）

準備費
障害物等除去工

モルタル除去 0 0 0 箇所 10箇所/日
取付管突出 3 0 3 箇所 10箇所/日
木根処理工 0 0 0 箇所 10箇所/日

換気工
換気設備工 送風機運転50/60m3/min 0.5 0.0 0.5 日 算定表より

 事前処理0.3＝0.5日
 （0.5単位丸め）

設計数量

2/2

直接工事費

準備費

複 合 管 数 量 集 計 表 (単独)

名 称 規    格 K198路線
[172-217] 単 位 備 考



K198路線[172-217]

数　量　計　算　書

名　　　称 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　　量 積算頁

管きょ更生工事

　 既設管口径 1000 mm 昼間

　 線路延長 Ｌ＝ 109.70  m

 　更生延長 Ｌ＝ 108.20  m

（１）材料費 Ｌ＝ 108.20  m

（２）製管工 Ｌ＝ 108.20  m

（３）間詰め材注入工 Ｌ＝ 108.20  m

（４）管口仕上げ工 Ｎ＝ 2  箇所

（５）換気工 Ｎ＝ 1  式

（６）管内作業時間 8  時間

断面図



K198路線[172-217]

数　量　計　算　書

名　　　称 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　　量 積算頁

材料費

（１）面積・周長 Ｌ＝ 108.20  m

中性化厚 t= 0 mm

既設断面積 既設管内径 Ｄ＝ 1000 mm　＝ 1.000 ｍ

A1= π/4× 1.000 ＾2　＝ 0.785 m2

既設周長 L1= π× 1.000 ＝ 3.142 m

更生断面積 ｄ＝ 910 mm　＝ 0.910 ｍ

内側A1= π/4× 0.910 ＾2　＝ 0.650 m2

外側A2= π/4×( 0.910 ＋ 0.0163 ×2）^2＝ 0.698 m2

更生周長 内側L1= π× 0.910 ＝ 2.859 m

中心L2= π×( 0.910 ＋ 0.0163 ）＝ 2.910 m

（２）ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長の算出 P.9

　ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長(PrfL)=π×D×L／W

Ｄ： 更生管径（d)＋1/2×ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの高さ(H)×2(m)

W： ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの幅(m)

L： ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの計上延長(m)

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ幅(W) #80S W＝ 0.080 m

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ高(H) H＝ 0.0163 m

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ計上延長(m) L＝ 108.200  ＋ 1.0 － 0.00 ＝ 109.200

1m当りのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ長 Prf＝ π×( 0.910 + 0.0163 /2×2)/ 0.080

＝ 36.376 m

（２）材料

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長(PrfL) PrfL＝ π×( 0.910 + 0.0163 /2×2)× 109.200

/ 0.080 ＝ 3972.225 m 3972.225  



K198路線[172-217]

数　量　計　算　書

名　　　称 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　　量 積算頁

製管工

（１）ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ製管工 Ｌ＝ 108.20  m ｍ 108.20  

製管日数 　製管日数の計算n={（PrfL÷PrfDL)－D1}÷D2＋1(端数切上整数) P.42

n： 製管日数：製管設備設置・撤去回数

PrfL： 1ｽﾊﾟﾝ当りﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 3972.225 m 直線用

＝ 3972.225 m

PrfDL： 1ﾄﾞﾗﾑ当りﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 1000 m (P.9）

PrfL＝ D1： 初日に使用するﾄﾞﾗﾑ数 0.88 巻 (P.42)

PrfL＝ Ｄ2： 1日当りﾄﾞﾗﾑ使用数 1.35 巻 (P.42)

1ﾄﾞﾗﾑﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 P＝{( 3972.225 / 1000 )－ 0.88 }

/ 1.35 ＋1 ＝ 3.29 ≒ 4  日

トンネル作業員 α= L'/30＋１（切り捨て整数化） P.17

0/30＋１ 1  

β= ｛（L＋L')-(α*30）｝/30/2（小数点第2位切り捨て後、0.5切り上げ）

｛（108.2＋0)-(1*30）｝/30/2 1.5  

α＋β= 1＋1.5 2.5  

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ溶接工 　1ドラムプロファイル延長 PfL/P P.18,19

直線用 3972.23 / 1000 ＝ 3.972 巻

溶接回数　Jo=PrfL÷P－1＋（製管日数－1）

J1=（ 3.972 － 1 ）＝ 3 回

J2= 4 － 1 ＝ 3 回

合計 Jo= 3 ＋ 3 ＝ 6 回 箇所 6.0  

既設管内洗浄工 Ｌ＝ 109.70  m 高圧洗浄車ジェット式 ｍ 109.70  P.54



K198路線[172-217]

数　量　計　算　書

名　　　称 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　　量 積算頁

間詰め材注入工

（１）間詰め材注入工 Ｌ＝ 108.20  m ｍ 108.20  

間詰め材注入量 　注入量の算定Q=[π×｛D^2－(d＋H×2）^2｝/4＋PrA×10^-6×PrE]×(bgL－Δt×2) P.21

Q： 注入量

D： 既設管径 1.000 m

d： 更生管径 0.910 m

Ｈ： ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ高さ 0.0163 m

PrA： ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ部の注入断面積 740 mm2 #80S

PrE： 製管1m当りﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 36.38 m

bgL： 間詰め注入延長(管渠延長) 108.20 m 直線用

Δt： 管口ｼｰﾙﾓﾙﾀﾙ厚(標準0.05) 0.05 m

Q＝ [π×{ 1.000 ^2　－( 0.910 ＋ 0.0163 ×2）^2｝

/ 4＋ 740 ×10^-6× 36.376 ]×( 108.20

－ 0.05 × 2 ） ＝ 12.377

合計 12.377 ＝ 12.377 m3 12.377  

1日当り注入量 10.80 m3

間詰め使用量 10.80 ×（ 1 ＋ 0.04 ）＝ 11.23 m3 11.23  P.34

注入口取付工 ｽﾊﾟﾝ 1.00  

　粘土ﾓﾙﾀﾙ量の算出V={π×（D1^2－D2^2）｝/4×0.05×2 P.23

V： 粘土ﾓﾙﾀﾙ数量（m3/1ｽﾊﾟﾝ）

D1： 既設管呼び径 1.000 m

D2： 更生管径 0.910 m

粘土ﾓﾙﾀﾙ量 V＝ {π×( 1.000 ^2　－ 0.910 ^2）｝/ 4

× 0.05 × 2 ＝ 0.0135  m3/ｽﾊﾟﾝ 0.014  

支保工兼浮上防止工 Ｌ＝ 108.20  m ｍ 108.20  

支保材損料 108.20  ÷ 2.0 ＋ 1 ＝ 55.1 ｾｯﾄ 56  P.31



K198路線[172-217]

数　量　計　算　書

名　　　称 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　　量 積算頁

管口仕上げ工

（１）本管口仕上げ工 マンホール部の管口を切断し、モルタル（1：2）で仕上げする。

N＝ 2 箇所 2.0  P.35

　ﾓﾙﾀﾙ量の計算V={π×(D1＾2-D2^2)}/4×t

V： ﾓﾙﾀﾙ数量(m3/80箇所当り)

D1： 既設管呼び径 1.000 m

Ｄ2： 更生管径 0.910 m

t： 厚さ(0.05mを標準とする）

V＝ {π×( 1.000 ^2　－ 0.910 ^2）}/4× 0.05

＝ 0.007  m3/箇所 0.007  

（２）取付管口穿孔仕上工 φ250mm未満 N＝ 16 箇所 16.0  

N＝ 箇所 0.0  

仮設備工

（１）仮設備工 N＝ 1 式 1  P.42

製管設備設置撤去回数 製管日数分 N＝ 4  回 4  

巻出リング作成回数 スパン数分 N＝ 1  回 1  

搬入組立回数 スパン数分 N＝ 1  回 1  

分解搬出回数 スパン数分 N＝ 1  回 1  

　機械器具損料

　時間当り損料　数量 製管日数＊6時間 P49,50

4＊6 時間 24  

　供用日当り損料　数量製管日数＊α’

4＊1.9 日 7.6  

　換気工

（１）換気工 1 式 式 1.0  P.51

　①必要換気量 Q= A×V

= 0.785 × 48.0 m/min ＝ 37.699 m3/min

　②軸流ファン 50/60 ｍ
3
／min Ｎ ＝ 1 台 台 1.0  

φ250mm～400mm



積　算　資　料

名　　　称 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　　量 積算頁

管きょ更生工事

（１）ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ製管工

製管日数 　製管日数の計算n={（PrfL÷PrfDL)－D1}÷D2＋1(端数切上整数) P.42

n： 製管日数：製管設備設置・撤去回数

PrfL： 1ｽﾊﾟﾝ当りﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 3972.225 m 直線用

＝ 3972.225 m

PrfDL： 1ﾄﾞﾗﾑ当りﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 1000 m (P.9）

PrfL＝ D1： 初日に使用するﾄﾞﾗﾑ数 0.88 巻 (P.42)

PrfL＝ Ｄ2： 1日当りﾄﾞﾗﾑ使用数 1.35 巻 (P.42)

1ﾄﾞﾗﾑﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ延長 P＝{( 3972.225 / 1000 )－ 0.88 }

/ 1.35 ＋1 ＝ 3.291 ≒ 4  日

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ送出速度 7.0 m/分

製管速度 7.0 / 36.376 ＝ 0.192 m/分 P.13

1日当り製管延長 8.0 × 60 × 0.192 × 0.8 作業効率 P.13

＝ 73.89  m/日

既設管内洗浄工 高圧洗浄車ジェット式

高圧洗浄車 Ｌ＝ 109.70  m q

T1= 109.70 / 23 ＋ 109.70  × 0.12 P.54～56

× 0.08 ＝ 5.823 hr

（小数第4位四捨五入第3位止め）

洗浄歩掛（係数） ＝ T1/T = 5.823/6.7 = 0.869 （小数第4位四捨五入第3位止め）

洗浄工作業日数 5.823 / 6.7 ＝ 0.87 = 1  日 P.5

給水車

T2= ℓ＊n＊2/V

9.2＊6＊2/20 ＝ 5.520 hr

（小数第4位四捨五入第3位止め）

n= L*q/Q

109.7*0.12/2.5 ＝ 6 回

（整数切り上げ）



積　算　資　料

名　　　称 算　　　　　定　　　　　式 単位 数　　量 積算頁

管きょ更生工事

（２）間詰め材注入工 Ｌ＝ 108.20  m

1日当り注入量 10.80 m3 P.34

間詰め注入日数 12.38  ÷ 10.80 ＝ 1.15 P.21

≒ 2.00  日 P.6

注入口取付日数 粘土ﾓﾙﾀﾙ量V= 0.0135 m3/ｽﾊﾟﾝ N＝ 0.50  日 P5表2-13

段取替え日数 N＝ 0.50  ＋ 2.9  ＝ 3.40 ≒ 4

4 － 3.40  ＝ 0.60  日

支保工兼浮上防止工 Ｌ＝ 108.20  m

支保設置日数 108.20  ÷ 38.4  ＝ 2.9  日(小数2位切上) P.5,6,30

支保撤去日数 108.20  ÷ 38.4  ＝ 3.0  日(整数切上)

支保工設置･撤去延長 （ 8  － 2 )× 60 ÷ 9.375  表2-20

＝ 38.4  m/日

支保材損料日数 ＝ （設置日数＋撤去日数＋注入日数）×α（供用日係数）

（2.9＋3.0＋2.0）×1.9　＝　15.01　＝15.5供用日

※0.5日単位切上げ

注入用内部配管材損料

100m施工時の支保設置・撤去日数（設置：切上げ小数第一位、撤去：切上げ整数）

100 ÷ 38.40  ＋ 100 ÷ 38.40  日 P5,6

2.60  ＋ 3.0 ＝ 5.6 日

100m注入量

Q＝ [π×{ 1.000 ^2　－( 0.910 ＋ 0.0163 ×2）^2｝

/ 4＋ 740 ×10^-6× 36.376 ]×( 100.00  

－ 0.05 × 2 ） ＝ 11.44

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ･ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ必要日数（100m施工時の配管日数）

11.44 ÷ 10.80 ＝ 1.06 ≒ 2

5.6 ＋ 2 ＝ 8 日

鋼管ﾊﾟｲﾌﾟ数量 27 本/100m P.25

27 × 8  ＝ 216 本・日

ﾋﾞｸﾄﾘｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ数量 31 個/100m

31 × 8  ＝ 248 個・日



施工日数算定表（本工事）
日当たり

作業量

K198路線[172-217]

準備費分

施工前管渠内処理工 既設管径1000mm

管内洗浄工 ｍ 109.70 1.00 1.00 積算資料より

協会積算資料23.04

目視調査工 ｍ 108.20 500.0 0.22 0.22 P.60

小計 1.22 1.22

直接工事費分

管渠更生工 既設管径1000mm

製管工 式 1.00 4.00 4.00 積算資料より

注入口取付工 式 1.00 0.50 0.50 積算資料より

支保工設置工 式 1.00 2.90 2.90 積算資料より

段取替え工 式 1.00 0.60 0.60 積算資料より

間詰め材注入工 式 1.00 2.00 2.00 積算資料より

支保工撤去工 式 1.00 3.00 3.00 積算資料より

協会積算資料23.04

管口仕上工 ﾏﾝﾎｰﾙ口仕上げ 箇所 2 1.33 2.00 2.00 P.36(0.75*2=2.0)切上整数

協会積算資料23.04

取付管口仕上工 φ250mm未満 箇所 16 3.0 5.33 5.33 P.38

協会積算資料23.04

流入管口仕上工 φ250mm～400mm 箇所 0 4.0 0.00 0.00 P.36(1/0.25=4.0)

片付け 協会ヒアリング

小計 20.33 20.33

合計 21.55 21.55

工種 種別 単位 作業量
換気工
日数

備考
実働
日数



取付管管更生
光硬化取付管ライニング
数量計算書
１．更生材料

単位 桝76 79 82 84 89 設計数量 適用

VU HP HP HP VU

mm 150 200 150 150 150

m 1.99 4.62 1.96 1.59 1.89

φ150 φ200 φ150 φ150 φ150 ６実３より

m 4.92 4.92 φ200

m 2.29 2.26 1.89 2.19 8.63 φ150

㎜ 4.5 5.5 4.5 4.5 4.5

φ150 L=5mまで 1 1 1 1 4.00

φ150 L=6m～10mまで

φ200 L=5mまで 1 1.00

φ200 L=6m～10mまで

L=5m超 0

L=5m以下 1 1 1 1 1 5

本管管口処理工 φ800以上 1 1 1 1 1 5

ます管口処理工 1 1 1 1 1 5

更生材料　延長（管体延長+余長0.3m)

取付管更生工

項目

管種

管径
取付管調査記録表

管体延長（施工延長）

更生材料

更生材料　厚さ

材料運搬費



止水工事、及び事前処理工　計上表

当初 変更 管径 当初 変更 当初 変更 当初 変更

φ150 2 1
φ200 4 1

本管 0 0 φ150計 0 0 3 0 1 0
φ200計 4 0 見積もり歩掛 見積もり歩掛

当初 変更 当初 変更

φ150 4
φ200 0

取付管 φ150計 0 0 #REF! #REF!
取付管 φ200計 0 0 #REF! #REF!

〇補・単の分けについて
止水工 取付管突出除去 モルタル除去

本管 補助 単独 単独
取付管 単独 単独 単独

〇積算計上方法について
止水工 取付管突出除去 モルタル除去

本管 直工 準備費 準備費
取付管 直工 準備費 準備費

モルタル付着
適用

K198路線 取付管
取付管用

調査記録表

本管 下流人孔 本管・取付管 管径
管内侵入水a,b

取付管突出 モルタル付着
適用

K198路線 本管 φ1000 本管調査記録表

本管 本管・取付管 管径
侵入水a,b 取付管口侵入水a,b

洗浄で除去可能な時が
多いため当初未計上

洗浄で除去可能な時が
多いため当初未計上



止水工　設計使用量

　異常箇所集計表（本管部）【Y字管工法】 補助
内　　　容

合　計

　異常箇所集計表（取付管口部）【Y字管工法】　補助
内　　　容

管口侵入水a,b

合　計

　異常箇所集計表（取付管内部）【パッカー工法】　単独
内　　　容

合　計

　止水工数量表
内　　容

本管Y字管注入工
取付管口注入工
取付管内注入工
取付管内注入工

　Y字管注入工法　標準薬液注入量　補助

内　容

取付管口部
取付管（Φ200㎜）

　Y字管注入工法　止水セメント量　補助

内　容

取付管口部
取付管（Φ200㎜）

3.14 18 56.5 下水道施設維持管理積算要領2020 p133

61.34 18 1104.2 下水道施設維持管理積算要領2020 p131

本管標準
ｍ当り使用量

（kg/m)

1日当り
作業量

（ｍ)

1日当り
止水セメント使用量

（L)
適用

本管標準
ｍ当り注入量

（L/m)

1日当り
作業量

（ｍ)

1日当り
注入量

（L)
適用

0 箇所 単独 パッカー工法 取付管口部（φ150）
0 箇所 単独 パッカー工法 取付管口部（φ200）

0.00 m 補助 Y字管工法 管渠管径800mm～1350mm
2.50 m 補助 Y字管工法 管口部

0

当初数量 単位 補・単 備　考 適用

部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 路　線 備　　考

2.50
0

取付管口部（φ200） 0.63 4 2.5 全路線
部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考

0.00

積算計上値

部　位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考



　　【注入量計算】

本管内径 m
管厚 m 新潟市下水道施設基準図面集
周長 m 内径×円周率

D：管外径 m 内径＋（管厚×２）
H：注入厚 m 下水道施設維持管理積算要領P132
L：注入幅 m 下水道施設維持管理積算要領P132

V：注入範囲 =π［（D+2H）
2
-D2］/4×L 下水道施設維持管理積算要領P132

= π ×{ ( + )
2 - 2 }/ 4 ×

= m3
= m3 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

n：土の間隙率 下水道施設維持管理積算要領P133
α：充填率 下水道施設維持管理積算要領P133

β：損失係数 下水道施設維持管理積算要領P133

Q：注入量 =V×n×α（１＋β）×1000 下水道施設維持管理積算要領P133
= × × ( 1 + ) ×
= L
= L 有効数字小数点３桁、４桁目四捨五入

１箇所たりの注入量 = L
１箇所たりの注入量 = L 管口のため注入量1/2

１箇所たりの注入量(m換算) = L/m 1箇所あたりの注入量÷周長
38.544
61.34

0.6 0.1 1000
77.0880
77.088

77.088

0.292

0.4
0.6
0.1

0.292 0.4

0.6

0.216 0.6 0.216 0.6
0.29179113

　　　注入量計算【Y字管工法】　取付管φ200
0.2

0.008
0.63
0.216
0.3

手入力



補助・直工 単独・直工 単独・準備費 補助・直工 単独・直工

取付管更生工
長さ5m超～10m

0.0 箇所 3 箇所/日 FRP内面補強工法積算資料　P10 0.00 日 0.00

取付管更生工
長さ5m以下

5.0 箇所 4 箇所/日 FRP内面補強工法積算資料　P10 1.25 日 1.25 　 1.25

本管管口処理工 5.0 箇所 10 箇所/日 FRP内面補強工法積算資料　P37 0.50 日 0.50 0.50

小計 1.75 日

Y字管注入工法 取付管管口φ150,200  (本管φ1000) 2.50 m 18 m/日 下水道施設維持管理積算要領2020 P131 0.14 日 0.14 0.14

小計 0.14 日

取付管突き出し 既設管径φ800以上1500未満 3.00 箇所 10 箇所/日 見積もり 0.30 日 0.30 0.30

小計 0.30 日

2.19 日 0.14 1.75 0.30 0.14 2.05

換気工 誘導員

取付管
更生

単独・
直工

光硬化取付管ライニング

事前処理

日進量 適用 実日数

単独・
準備

合計

補助・直
工

取付管更生、止水工、及び事前処理工　工期算定表

工  種 分類 種別 規   格 数量


